
 

 

第
一
七
七
回
史
跡
ウ
ォ
ー
ク 

チ
ー
ム
葵 

「
逢
坂
関
か
ら
山
科
奈
良
街
道
へ
」 

豊
臣
秀
吉
に
よ
り
京
へ
の
街
道
と
し
て
東
海
道
が

整
備
さ
れ
、
江
戸
期
に
は
大
い
に
栄
え
ま
し
た
。 

現
在
は
、
国
道
一
号
線
が
拡
幅
整
備
さ
れ
重
な
る

よ
う
に
高
速
道
路
、
Ｊ
Ｒ
が
通
る
要
衝
と
な
り
、
往

時
の
よ
う
に
一
息
つ
け
る
隙
間
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

時
代
を
遡
る
と
街
道
沿
い
に
は
名
物
の
茶
店
を
は
じ

め
、
大
津
絵
、
算
盤
に
縫
い
針
の
小
売
店
な
ど
が
軒

を
連
ね
て
い
ま
し
た
。 

中
で
も
安
藤
広
重
の
浮
世
絵
に
も
登
場
す
る
走
井

の
名
水
と
、
名
物
の
餅
を
食
し
て
一
息
つ
き
、
古
の

歌
人
に
愛
さ
れ
た
逢
坂
峠
か
ら
続
く
こ
の
街
道
の
話

題
で
寛
い
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。 

し
か
し
な
が
ら
、
交
通
形
態
が
変
遷
、
道
路
拡
幅

に
よ
り
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
変
わ
る
風
情
を
惜
し

ん
だ
橋
本
関
雪
が
寺
院
と
し
て
保
存
し
た
歴
史
あ
る

甍
も
今
で
は
無
住
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
も
残
る
小

さ
な
史
跡
に
思
い
を
は
せ
て
歩
き
ま
し
ょ
う
。 

●
日
時 

一
一
月
二
一
日
（
日
）
受
付
九
時
〜
九
時
半 

●
集
合 

京
阪
京
津
線 

大
谷
駅
前 

●
コ
ー
ス 

逢
坂
関
跡
〜
う
な
ぎ
の
か
ね
よ 

〜
蝉
丸
神
社
〜
旧
東
海
道
線
ト
ン
ネ
ル
碑 

〜
月
心
寺
〜
追
分
〜
音
羽
分
水
紀
功
碑 

〜
若
宮
八
幡
宮
（
解
散
） 

会
員
の
皆
様
へ 

チ
ー
ム
葵
の
会
員
は
八
時
に
、
そ
の
他
会
員
は
八
時 

半
に
集
合
お
願
い
し
ま
す
。 

    

安
藤
広
重
の
東
海
道
五
十
三
次
に
描
か
れ
た
大
津

宿
。
米
俵
に
炭
俵
が
行
き
交
い
、
走
井
の
湧
水
と
名
物

の
走
井
餅
で
一
服
。 

                          

大
津
絵 

 
 

 

チ
ー
ム
葵 

澤
田 

卓 

  

芭
蕉
の
句
に
「
大
津
絵
の
筆
の
は
じ
め
は
何
仏
」
が

あ
り
、
元
禄
時
代
か
ら
大
津
絵
が
旅
の
名
物
と
し
て

認
知
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。 

 

し
か
し
、
本
願
寺
が
徳
川
家
康
の
時
代
に
東
西
に

分
か
れ
て
、
教
如
上
人
に
現
在
の
東
本
願
寺
の
敷
地

が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
本
願
寺
門
徒
を
は
じ

め
門
前
町
で
仏
像
絵
を
生
業
と
し
て
い
た
絵
師
た
ち

は
、
大
津
を
は
じ
め
、
大
谷
、
追
分
へ
の
移
住
を
強
制

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
本
願
寺
も
遠
く
な
り
絵
師
と

し
て
の
売
り
上
げ
を
仏
画
以
外
に
も
求
め
な
く
て
は

な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
た
よ
う
だ
。 

 

こ
う
し
て
仏
画
の
他
に
も
美
人
画
藤
娘
、
念
仏
に

帰
依
し
た
鬼
ま
た
提
灯
と
釣
鐘
を
担
ぐ
猿
な
ど
、
形

は
似
て
い
て
も
重
さ
が
釣
り
合
わ
な
い
身
分
不
相
応

な
皮
肉
、
瓢
箪
か
ら
駒
が
勢
い
よ
く
飛
び
出
る
冗
談

を
描
く
な
ど
、
ピ
ン
チ
を
乗
り
越
え
商
い
を
成
長
さ

せ
て
い
っ
た
と
い
う
。 

 

そ
れ
も
東
海
道
の
難
所
に
あ
っ
て
、
整
備
さ
れ
た

車
道
、
一
息
つ
け
る
茶
屋
や
名
物
店
と
も
相
ま
っ
て

土
産
の
一
つ
と
し
て
成
功
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。 

 

現
在
の
逢
坂
関
や
大
谷
、
追
分
に
は
国
道
の
拡
幅

や
路
線
変
更
で
今
も
残
る
旧
街
道
に
繫
栄
の
過
去
は

窺
い
知
れ
な
い
が
、
権
威
の
象
徴
と
し
て
の
狩
野
派

や
琳
派
の
雄
大
で
繊
細
な
技
巧
に
は
程
遠
く
、
江
戸

浮
世
絵
の
趣
と
も

異
な
り
パ
ロ
デ
ィ

溢
れ
る
ま
さ
に
一

般
庶
民
に
支
持
さ

れ
た
絵
画
の
歴
史

が
こ
の
街
道
に
栄

え
た
こ
と
に
感
慨

を
覚
え
ま
す
。 

 

 

京都史跡ガイド 

ボランティア協会 

会長 山田久男 

編集 澤田 卓 
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熊
野
摩
崖
仏 

 
 

 
 

チ
ー
ム
雅 

谷
口
洋
子 

 

 

先
日
、
大
分
県
国
東
半
島
に
あ
る
「
熊

野
摩
崖
仏
」
を
訪
れ
た
。 

 

専
用
駐
車
場
か
ら
は
か
な
り
の
登
り
坂
で
、
だ
ん

だ
ん
息
が
荒
く
な
り
、
脚
に
は
疲
労
が
た
ま
っ
て
く

る
。
拝
観
料
を
払
い
、
石
仏
は
ど
こ
だ
ろ
う
か
と
キ
ョ

ロ
キ
ョ
ロ
し
て
い
る
と
、
説
明
書
を
渡
さ
れ
、「
こ
こ

か
ら
始
ま
り
で
す
よ
。
が
ん
ば
っ
て
」
と
杖
を
持
っ
て

行
く
よ
う
勧
め
ら
れ
た
。 

 

坂
道
を
し
ば
ら
く
行
く
と
、
切
り
出
さ
れ
た
石
で

築
か
れ
た
石
段
に
変
わ
る
。
そ
の
石
段
を
ま
だ
か
ま

だ
か
と
登
り
な
が
ら
見
上
げ
る
と
、
石
段
の
先
に
小

さ
く
鳥
居
が
見
え
た
。
遠
く
に
感
じ
た
が
、
目
標
が
み

つ
か
っ
て
少
し
元
気
が
出
た
。
そ
れ
も
束
の
間
。
鳥
居

ま
で
た
ど
り
着
く
と
、
今
度
は
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
た
自
然

石
の
乱
積
石
段
が
天
に
も
届
く
か
の
よ
う
に
続
く
。

こ
れ
こ
そ
が
、
鬼
が
一
夜
で
造
っ
た
と
い
う
伝
説
の

石
段
だ
。
も
は
や
冷
汗
だ
っ
た
。 

「
日
本
一
雄
大
荘
厳
な
熊
野
摩
崖
仏
」
と
看
板
が
示

す
と
お
り
、
高
さ
八
メ
ー
ト
ル
の
不
動
明
王
像
と
そ

の
脇
に
は
六
、
八
メ
ー
ト
ル
の
大
日
如
来
像
が
巨
岩

壁
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
石
仏
は
伝
説
で
は
七
一
八
年

に
造
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
記
録
に
は
一
二

二
八
年
の
造
設
と
あ
る
と
か
。 

 

『
驚
き
、
桃
の
木
、
明
治
の
記
』
⑧
徳
川
慶
喜
（
後
編
） 

チ
ー
ム
葵 

今
川
博
明 

 

徳
川
慶
喜
、
最
後
の
紹
介
で
す
。 

彼
の
好
物
は
元
将
軍
ら
し
く
、
西
洋
料
理
の
富
士

見
軒
（
関
東
大
震
災
で
廃
業
）
、
永
坂
の
更
科
蕎
麦
、

「
ハ
ヤ
マ
」
の
富
貴
豆
、
お
菓
子
は
風
月
堂
の
洋
菓
子

で
し
た
。
ま
た
、
静
岡
で
水
揚
げ
さ
れ
る
魚
も
好
き
で
、

刺
身
は
マ
グ
ロ
か
白
身
、
煮
つ
け
は
カ
レ
イ
が
お
気

に
入
り
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
変
わ
っ
て
い
た
の
は
、

味
噌
汁
に
砂
糖
を
入
れ
る
と
い
う
趣
味
が
あ
っ
た
そ

う
で
す
が
、
一
方
日
曜
日
の
朝
は
バ
タ
ー
ト
ー
ス
ト

と
紅
茶
と
決
め
て
い
た
そ
う
で
す
。
将
軍
の
座
に
就

く
以
前
か
ら
洋
食
を
好
み
、「
豚
一
」
と
い
う
あ
だ
名

で
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。「
豚
一
」
と

は
、「
豚
を
好
ん
で
食
す
る
一
橋
」
と
い
う
意
味
で
す
。 

彼
は
子
作
り
も
元
気
で
、
正
室
の
美
賀
子
と
の
間

に
は
生
後
五
日
で
夭
折
し
た
女
子
が
い
る
の
み
で
し

た
が
、
二
人
の
側
室
新
村
信
と
中
根
幸
と
の
間
に
は
、

明
治
に
な
っ
て
一
〇
男
一
一
女
、
合
計
二
一
人
も
の

子
供
を
産
ま
せ
て
い
ま
す
。
彼
が
静
岡
か
ら
再
び
東

京
に
帰
っ
た
の
は
明
治
三
〇
年
で
、
巣
鴨
、
そ
し
て
小

石
川
の
屋
敷
で
静
か
に
暮
ら
し
、
一
六
年
後
の
大
正

二
年
、
風
邪
か
ら
肺
炎
を
誘
発
し
、
七
七
歳
で
衰
弱
死

し
ま
し
た
。
歴
代
徳
川
家
の
中
で
は
最
長
で
あ
り
、
二

番
目
は
家
康
の
七
三
歳
で
す
。 

因
み
に
彼
の
墓
は
、
徳
川
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
増

上
寺
で
も
寛
永
寺
で
も
な
く
、
谷
中
霊
園
に
あ
り
ま

す
。 

そ
れ
は
明
治
天
皇
か
ら
華
族
を
親
授
さ
れ
た
感
謝
の

意
を
示
す
た
め
、
慶
喜
は
自
分
の
葬
儀
を
徳
川
家
が

代
々
行
っ
て
き
た
仏
式
で
は
な
く
神
式
で
行
な
う
よ

う
言
い
残
し
た
か
ら
で
す
。
さ
ら
に
お
墓
の
形
も
皇

族
と
同
じ
よ
う
な
円
墳
で
し
た
。
こ
れ
は
京
都
の
歴

代
の
天
皇
陵
が
質
素
で
あ
る
こ
と
を
見
て
感
動
し
た

た
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

佐
久
間
象
山
と
勝
海
舟 

 
 

 
 

 
 

 
 

チ
ー
ム
雅 

島
田 

宗
人 

 

二
人
の
出
会
い
は
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
勝
が

西
洋
砲
兵
術
を
学
ぶ
た
め
に
、
象
山
塾
に
入
門
し
た

こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。 

嘉
永
六
年
の
ペ
リ
ー
来
航
に
際
し
、
阿
部
老
中
は

ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
国
書
に
対
す
る
策
を
、
広
く
朝

野
に
求
め
ま
し
た
。
旗
本
小
普
請
の
勝
も
意
見
を
上

申
し
ま
す
。
内
容
は
、
堅
艦
・
大
船
の
建
造
、
江
戸
湾

の
防
備
、
洋
制
軍
隊
の
編
成
な
ど
、
西
洋
実
学
を
取
り

入
れ
て
海
防
を
築
く
、
象
山
の
思
想
を
受
け
継
い
で

い
ま
す
。
更
に
勝
独
自
の
見
識
も
盛
り
込
ま
れ
た
上

申
は
、
幕
府
の
海
軍
創
設
に
繋
が
る
建
言
で
も
あ
り

ま
し
た
。
後
の
坂
本
龍
馬
の
「
船
中
八
策
」
の
中
に
も
、

海
軍
増
強
が
表
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
海
軍
は
、
象

山
か
ら
勝
海
舟
、
龍
馬
に
引
き
継
が
れ
明
治
の
黎
明

期
を
迎
え
ま
し
た
。 

象
山
は
海
軍
設
置
を
念
願
す
る
余
り
、
自
ら
を
海

上
で
国
を
護
る
船
に
例
え
て
、
書
斎
を
「
海
舟
書
屋
」

と
名
付
け
ま
し
た
。
勝
の
「
海
舟
」
の
号
は
、
象
山
か

ら
自
筆
の
扁
額
を
譲
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
吉

田
松
陰
密
航
事
件
に
連
座
し
て
蟄
居
を
命
じ
ら
れ
た

象
山
は
、
勝
に
海
軍
の
建
設
を
委
ね
ま
し
た
。
勝
は
同

時
期
に
、
先
の
意
見
書
が
幕
府
に
認
め
ら
れ
、「
長
崎

海
軍
伝
習
所
」
に
入
所
し
て
、
船
艦
の
操
練
と
西
洋
兵

学
の
修
得
に
励
み
ま
す
。 

後
年
勝
は
象
山
を
『
氷
川
清
話
』
の
中
で
辛
口
の
批

評
を
し
て
い
ま
す
。
象
山
の
学
問
に
は
一
目
も
二
目

も
置
い
て
い
ま
し
た
が
、
勝
に
は
徳
川
の
世
か
ら
新

政
府
へ
移
る
局
面
で
日
本
を
先
導
し
た
自
負
が
あ
り
、

功
成
り
名
を
遂
げ
た
晩
年
、
皮
肉
交
じ
り
に
象
山
を

語
っ
て
い
ま
す
。
妹
婿
の
象
山
に
兄
貴
風
を
吹
か
せ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
方
で
象
山
没
後
、
著
書
の

発
刊
、
顕
彰
碑
の
銘
文
撰
、
子
息
恪
二
郎
の
後
見
な
ど

に
も
身
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。 
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京
都
の
地
味
な
話
（
十
一
月
史
跡
ウ
オ
ー
ク
に
寄
せ
て
） 

「
蝉
丸
の
謎
ー
勝
手
な
考
察
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

チ
ー
ム
彩 

 

奥
西 

不
二 

  

蝉
丸
を
祀
る
蝉
丸
神
社
は
京
都
市
で
は
な
く
大
津

市
に
あ
り
ま
す
の
で
京
都
の
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

山
科
と
大
津
を
つ
な
ぐ
東
海
道
の
要
所
に
あ
り
ま
す
。 

 

そ
の
蝉
丸
と
は
何
者
な
の
か
。 

こ
れ
や
こ
の
行
く
も
帰
る
も
わ
か
れ
て
は 

知
る
も
知
ら
ぬ
も
逢
坂
の
関 

 

（
蝉
丸
） 

 
 

 
 

 

（
『
後
撰
和
歌
集
』
巻
十
五
・
雑
一 

 

一
〇
八
九→

『
小
倉
百
人
一
首
』
） 

カ
ル
タ
取
遊
び
の
坊
主
め
く
り
で
は
爆
弾
札
ら
し

い
の
で
す
が
、
そ
れ
は
さ
て
お
き
蝉
丸
は
勅
撰
和
歌

集
に
選
ば
れ
て
い
る
か
ら
に
は
、
そ
れ
な
り
の
血
脈

と
身
分
の
あ
る
人
物
で
あ
る
と
想
像
さ
れ
ま
す
。
醍

醐
天
皇
の
第
四
皇
子
と
か
宇
多
天
皇
の
皇
子
・
敦
実

親
王
の
雑
色
と
も
、
光
孝
天
皇
の
皇
子
と
も
、
仁
明
天

皇
の
第
四
宮
、
人
康
親
王
と
同
一
人
物
と
も
。
普
通
で

あ
れ
ば
そ
れ
な
り
の
身
分
と
地
位
が
与
え
ら
れ
た
存

在
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
だ
が
例
え
ば
母
親
の
身
分

が
大
変
低
か
っ
た
と
か
、
生
ま
れ
つ
き
身
体
的
に
普

通
で
は
状
態
‥
‥
例
え
ば
盲
目
と
か
。
そ
れ
で
蝉
丸

の
名
を
与
え
ら
れ
、
四
ノ
宮
の
地
に
隠
れ
暮
ら
す
こ

と
に
な
っ
た
の
で
は
と
勝
手
に
決
め
つ
け
て
み
ま
し

た
。
そ
の
蝉
丸
は
琵
琶
（
琴
と
も
）
の
名
手
で
醍
醐
天

皇
の
孫
の
源
博
雅
が
三
年
間
通
い
詰
め
て
秘
曲
を
伝

授
さ
れ
た
と
か
。
ま
た
世
阿
弥
に
よ
っ
て
能
で
は
姉

の
逆
髪
（
謎
め
い
た
女
性
で
す
が
）
と
別
れ
の
シ
ー
ン

を
演
じ
ま
す
。
普
通
の
感
覚
で
は
幸
せ
な
人
生
で
は

な
い
で
す
ね
。
で
は
な
ぜ
神
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。 

 

世
を
恨
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
人
物
は
神
に

な
る
、
怨
霊
神
で
す
。
特
別
の
霊
力
が
あ
り
そ
の
霊
を

慰
め
尊
ぶ
と
悪
霊
か
ら
護
っ
て
く
れ
る
の
で
す
。
菅

原
道
真
は
そ
の
代
表
的
存
在
で
す
。
王
権
の
世
界
か

ら
捨
て
ら
れ
た
蝉
丸
も
そ
の
一
人
か
な
と
勝
手
に
考

え
て
み
ま
し
た
。 

も
っ
と
不
思
議
な
こ
と
に
蝉
丸
は
仙
人
だ
っ
た
と

い
う
話
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
と
も
か
く
謎
は
謎
の

ま
ま
に
、
昔
の
人
は
楽
し
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。 

蝉
丸
神
社
は
天
慶
九
年
（
九
四
六
）
蝉
丸
が
祭
神
と

し
て
祀
ら
れ
ま
し
た
。
社
殿
が
で
き
た
の
は
江
戸
時

代
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。
関
蝉
丸
神
社
上
社
と
関
蝉

丸
神
社
下
社
は
、
も
と
は
地
主
の
神
々
を
祀
ら
れ
て

い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
い
つ
の
こ
ろ
か
猿
田
彦
の
命

や
豊
玉
姫
が
祀
ら
れ
、
街
道
の
安
全
を
守
護
す
る
た

め
に
蝉
丸
が
神
と
し
て
合
祀
さ
れ
、
ま
た
蝉
丸
が
琵

琶
の
名
手
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
後
に
芸
道
の
神
と
し

て
崇
敬
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
れ
は
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
だ
と
考
え

て
い
ま
す
が
。
カ
ル
タ
で
有
名
に
な
っ
た
か
ら
？ 

中
世
ま
で
逢
坂
山
は
急
峻
な
場
所
で
人
馬
の
通
行

は
困
難
だ
っ
た
ら
し
い
で
す
。
近
江
か
ら
京
都
へ
は

尾
関
越
え
で
山
科
四
ノ
宮
を
経
由
す
る
か
、
山
中
越

え
で
白
川
に
出
る
の
が
一
般
的
の
路
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
江
戸
期
に
は
順
次
開
削
が
進
ん
で
、
明
治
期
に
は

大
規
模
な
開
発
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

逢
坂
山
を
詠
ん
だ
歌
に
は
他
に
。（
逢
坂
山
関
所
跡

の
案
内
板
の
近
く
に
石
碑
が
あ
り
ま
す
） 

名
に
し
お
ば 

逢
坂
山
の
さ
ね
か
ず
ら 

人
に
知

ら
れ
で
く
る
よ
し
も
が
な 

 
 

（
三
条
右
大
臣
） 

 
 

 
 

（
さ
ね
か
ず
ら
は
関
蝉
丸
神
社
下
社
で

栽
培
さ
れ
て
ま
す
） 

夜
を
こ
め
て 

鳥
の
そ
ら
ね
を
は
か
る
と
も 

 

よ
に
逢
坂
の
関
は
ゆ
る
さ
じ
（
清
少
納
言
） 

地
味
な
と
こ
ろ
で
す
が
ぜ
ひ
十
一
月
の
ウ
ォ
ー
ク

に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
歌
の
印
象
と
は
少
し

‥
‥
。
雑
ぱ
く
な
話
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

お
知
ら
せ 

★ 

第
一
七
八
回
ウ
ォ
ー
ク 

一
二
月
一
九
日
（
日
） 

 
 

紫
野
界
隈
の
史
跡
を
巡
る 

チ
ー
ム
華 

 
 
 

千
本
鞍
馬
口
付
近
に
集
合 

上
品
蓮
台
寺
や 

船
岡
山
な
ど
の
史
跡
を
訪
ね
ま
す 

★ 

第
一
七
九
回
ウ
ォ
ー
ク 

一
月
二
三
日
（
日
） 

旧
鞍
馬
街
道
を
歩
き
ま
す 

チ
ー
ム
雅 

叡
山
電
鉄
「
京
都
精
華
大
前
駅
」
か
ら 

額
縁
門
の
圓
通
寺
や
深
泥
池
を
訪
ね
ま
す 

★ 

第
四
回 

京
都
史
跡
ガ
イ
ド
の
無
料
研
修 

・
一
一
月
二
三
日
（
祝
）
一
三
時
半
～
人
ま
ち
交
流
館 

・
一
二
月
五
日
（
日
）
九
時
半
～
一
一
時
半 

 

一
七
八
回
ウ
ォ
ー
ク
下
見
コ
ー
ス
の
実
技
見
学 

★ 

秋
の
平
城
京
跡
と
西
大
寺
ウ
ォ
ー
ク 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

研
修
企
画 

今
井 

満 

 

現
在
平
城
京
跡
で
は
、
大
極
殿
の
復
元
工
事
が
進

み
聖
武
天
皇
の
見
た
「
青
丹
よ
し
奈
良
の
都
」
が
徐
々

に
姿
を
現
わ
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
平
城
京
跡
か
ら
西
大
寺
を
、
専
門
ガ
イ
ド
島

田
宗
人
氏
が
、
一
一
月
二
六
日
（
金
）
に
約
５
時
間
わ

か
り
や
す
く
ご
案
内
し
ま
す
。 

 

集
合
場
所
は
、
近
鉄
西
大
寺
駅
中
央
改
札
口
に
午

前
一
〇
時
、
大
極
殿
・
東
院
庭
園
・
朱
雀
門
・
遣
唐
使

船
・
西
大
寺
等
。
申
し
込
み
今
井0

9
0

‐5
3
6
2

‐8
9
8
1

ま
たm

i
t
s
u
r
u
_
i
m
a
i
@
k
i
u
.
b
i
g
l
o
b
e
.
n
e
.
j
p

に
一
一

月
一
五
日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
弁
当
持
参
。 

★ 

冬
季
ガ
イ
ド
研
修
会
の
お
知
ら
せ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

研
修
企
画 

今
井 

満 

京
都
史
跡
を
も
っ
と
知
り
た
い
新
規
会
員
や
更
に

知
識
を
深
め
た
い
会
員
・
賛
助
会
員
の
研
修
で
す
。 

●
一
二
月
二
五
日
（
土
）
ひ
と
ま
ち
交
流
館
第
二
会
議 

 

室
午
前
九
時
半
か
ら
一
一
時 

講
師 

富
永
正
治 

●
一
月
三
〇
日
（
日
）
ひ
と
ま
ち
交
流
館 

第
三
会
議 

室
午
後
一
時
半
か
ら
三
時 

講
師 

奥
西
不
二 

※
研
修
内
容
は
、
後
日
に
案
内
し
ま
す
。 
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面
白
発
見 

 

京
都
に
あ
っ
た
伊
能
忠
敬
の
本
初
子
午
線 

チ
ー
ム
雅 

秋
房 

麻
理 

 

Ｊ
Ｒ
二
条
駅
の
西
に
あ
る
月
光
稲
荷
神
社
。
街
中

の
小
さ
な
神
社
で
す
が
、
実
は
こ
こ
に
寛
政
七
（
一
七

九
五
）
年
頃
か
ら
江
戸
幕
府
に
よ
り
寛
政
暦
へ
の
改

暦
の
た
め
の
天
文
台
「
京
都
改
暦
所
」
が
置
か
れ
ま
し

た
。 天

文
学
は
天
体
観
測
で
正
確
な
時
刻
を
確
定
し
、

正
確
な
暦
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
こ
こ
に
も
そ

の
た
め
に
改
暦
所
が
置
か
れ
ま
し
た
が
、
右
京
は
低

湿
で
湿
気
が
大
変
多
か
っ
た
の
で
、
早
く
も
寛
政
十

年
に
は
改
暦
所
は
廃
止
さ
れ
、
約
千
五
百
坪
の
用
地

は
当
時
の
瓦
師
丁
（
神
泉
苑
の
南
）
の
五
名
の
住
民 

に
払
い
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
神
社
は
守
護
神
と

し
て
武
信
稲
荷
神
社
よ
り
勧
請
分
神
さ
れ
た
も
の
で

す
。
ち
な
み
に
有
名
な
伊
能
忠
敬
の
「
大
日
本
沿
海
與

地
全
図
」
で
は
日
本
の
本
初
子
午
線
の
基
準
を
こ
の

京
都
改
暦
所
に
し
て
い
ま
す
。
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
間

の
話
で
す
が
、
ま
さ
に
「
地
図
に
残
る
仕
事
」
で
す
。 

              

第
一
七
六
回
ウ
ォ
ー
ク
の
結
果 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

チ
ー
ム
彩 

渡
辺 

高
志 

 

長
ら
く
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言

が
よ
う
や
く
解
除
さ
れ
、
度
々
延
期
さ
れ
て
い
た
例

会
が
や
っ
と
開
催
の
運
び
と
な
り
、
当
日
明
け
方
か

ら
降
っ
て
い
た
雨
も
参
加
者
受
付
開
始
時
に
は
止

み
、
坂
本
の
清
々
し
い
佇
ま
い
を
歩
く
に
は
ベ
ス
ト

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
な
り
、
参
加
者
七
三
名
が
七
組

に
編
成
さ
れ
順
次
元
気
に
ス
タ
ー
ト
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
。 

今
回
の
前
半
コ
ー
ス
は
伝
教
大
師
最
澄
が
遷
化
さ

れ
、
千
二
百
年
。
そ
の
生
涯
を
ひ
も
と
き
ゆ
か
り
の

寺
を
巡
り
、
続
い
て
後
半
は
北
国
街
道
に
接
合
す
る

坂
本
の
城
下
町
を
今
で
は
そ
の
痕
跡
が
ほ
と
ん
ど
見

る
事
が
出
来
な
い
、
条
理
地
割
、
縄
張
り
を
探
索
し

戦
国
の
世
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。 

又
、
城
跡
公
園
で
は
『
坂
本
城
を
考
え
る
会
』
の

ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
に
も
お
世
話
に
な
り
、
交
流
が
出

来
た
の
も
収
穫
で
し
た
。
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
ゴ
ー

ル
地
点
の
盛
安
寺
、
高
穴
穂
神
社
は
初
め
て
訪
れ
た

と
感
激
さ
れ
て
い
た
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
例
会
と

し
て
は
距
離
の
長
い
歩
行
で
し
た
が
、
心
地
良
い
疲

れ
と
達
成
感
を
得
ら
れ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

二
条
城
の
ガ
イ
ド
研
修 

企
画
研
修 

今
井 

満 

一
〇
月
一
六
日
、
コ
ロ
ナ
で
順
延
に
な
っ
た
二
条

城
で
の
ガ
イ
ド
研
修
を
行
い
ま
し
た
。 

 

一
八
名
の
参
加
が
あ
り
、
足
利
・
織
田
・
豊
臣
・
徳

川
の
歴
代
の
築
城
歴
史
や
御
殿
・
庭
園
な
ど
施
設
の

説
明
に
足
ら
な
い
処
は
、
ベ
テ
ラ
ン
会
員
が
補
う
充

実
し
た
二
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

今
後
も
色
ん
な
興
味
を
惹
く
研
修
を
企
画
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。 

                 

安
全
第
一
！ 

先
日
の
史
跡
ウ
ォ
ー
ク
に
お
い
て
、
参
加
者
が
、 

転
倒
負
傷
す
る
事
案
が
発
生
。
指
先
か
ら
一
部
出
血

も
あ
り
ま
し
た
が
、
幸
い
近
く
に
商
業
施
設
、
元
看

護
士
の
会
員
が
居
て
事
な
き
を
得
ま
し
た
。
当
協
会

は
保
険
加
入
し
て
い
る
も
の
の
、
参
加
者
は
高
齢
者

も
多
い
こ
と
か
ら
一
層
の
安
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 
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